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　　　　　マ ウス の イ ン フ ル エ ン ザ 上 気道 感 染 に 対 す る

　　　　　小 青竜湯 の 効果
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【目的】漢方の 古典で ある 「傷寒論」は急性の 熱性病に 対する漢方薬に よる湯液療法が記

載 され て い る こ とか ら、漢方薬にはイ ン フ ル エ ン ザ を含む急性 の 感染症 に対す る有効性 が

期待 され る 。 しか しなが ら、現在ま で に漢方薬の 抗 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イル ス （IFV）活性

に っ い て の 検討 は行われ て い ない 。 そこ で、ヒ トに お け る実際の IFVの 感染に近 い 新 しい

モ デル 系 であ る マ ウ ス の 上気 道感染法
1）

を用 い 、風邪の 諸症状の 緩和 に 臨床的 に用 い ら

れ て い る漢方処方 の IFV感染に対 する効果 を検討 した。更に、有効性の 認め られた処方に

つ い て、抗IFV 活性発現の 作用機序に つ い て も検討を行 っ た。

【方法】　 （1 ）上気道感染法 ：BALBic マ ウス に麻酔下 、マ ウス．adapted 　 IFV 　 A ／PR ！8134懸

濁液を両側 の 鼻孔に 1 囲ずつ 滴下 し た
1）
。 （2 ）抗 ヘ マ グ ル チ ニ ン （HA ＞抗体価 ： ELISA 一

法に よ り測定 した c

【結果】 マ ウ ス に IFV感染 7 日前よ り 4 日後 まで葛根湯 ま た は小青竜湯 を2　gfkg／day 経 口投

与 し、IFV を上気道感染後、一
定時 間後に鼻腔洗 液及 び肺洗液 を採取 し、発育鶏 卵 を用 い

て 【FV 価 を測定 した 。 その結果 、 小青竜湯 を投与 した マ ウス で は IFV感染後、 5 日 目にお

い て鼻腔洗液の IFV価が有意に低下 し 、 肺洗液に は IFVが全 く検出され ず、 抗 1FV活性が認

め られた 。 しか しながら 、小青竜湯 をIFV感染後に投与 した時に は この効果 は認め られ な

か っ た 。 また 、 葛根湯に は有意 な抗 IFV活性は認め られ な か っ た 。 小青竜湯に は MDCK 細

胞で の抗IFV 活性、　 IFV シ ア 1丿ダーゼ阻害活性及びIFV に よ る赤血球凝集阻害活性 は認め ら

れ なか っ た 。

一方、小青竜湯 をIFV感染前か ら投 与 し た マ ウス で は IFV感染 5 日後 に お い

て肺洗液及 び血清中の抗HA 　IgA抗体価の有意な上昇が認め られ、14日後に お い ては肺洗

液 中の抗HA 　lgG抗体価の 有意 な上昇が認め られ た。

【考察】今 回、ヒ トの IFV 感染に近 い invivoの 系で小青竜湯 を前投与す る こ と に よ り抗【FV一

活 性が認 め られた こ とか ら、小青竜湯 に IFV感染の予防効果が期待 された。また 、小青竜

湯の 抗 IFV活性はIFVに対す る直接的 な作用 で はな く、宿主の IFVに対す る抗体産生能 を増

強 する こ とによ り発現 して い る こ とが示唆 された 、
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